研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　青南病院　南病棟　　　職　種　臨床心理技術者　　　　氏　名　小嶋　彩香

	期　　間　　平成　19年　2月　27日　～　平成　19年　2月　28日

	出張目的　SST初任者研修

	出 張 先　青森県精神保健福祉センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

SSTの概論、流れについて確認することができた。ウォーミングアップには、グループメンバーの緊張をほぐす、安心して話すことが出来る場を提供するといった役割があることを再確認することができた。SSTの場面設定は、細かく設定することによって、より現実的にSSTを行うことができる。SSTの基本的なルールに沿って行うことは大事だが、その場、その人に合わせて少しずつ変えていくことも必要である。

スタッフは、メンバーが困っていることを受容、共感し、考えや行動をかえるのかの選択肢があることを伝える。また、言いたい事をいえる様に、支持的にアプローチすることが大事である。

SSTではグループメンバーについて事前に情報収集しておくことが必要である。施設入所している方や地域から通っている方にSSTを行う場合は、家族についても知っておく必要がある。事前にメンバーの体調や、最近の出来事について把握しておくことで、どのようにアプローチしていくか浮かんでくる。その日のセッションの進めかたや、どのようにアプローチしていくかは、リーダー、コ・リーダーで打ち合わせしておくことが重要である。

SSTのウォーミングアップは、様々な種類がある。それは、グループメンバーやその日の練習課題に合わせて選択する必要がある。ある程度コミュニケーションが取れる方を対象とするのであれば、対人スキルを利用したウォーミングアップが効果的であると思われる。じゃんけんゲームなどの勝ち負けを決める勝負は、勝った人を賞賛することと同時に、負けた人のフォローが大事なことを忘れてはいけない。

練習課題を行う場合は、課題を具体化、明確化し、どこまで出来ていて、どこからが出来ないのかをはっきりさせることが大事である。セッション中に練習課題を決定する場合は、最近の出来事について話してもらうことで課題を見出すことが出来る。事前にスタッフが練習課題を決める場合は、普段からメンバーと話すことが大事である。練習課題には、普段「本当は～したい。」や「～してみたい」といったことを聞き出す。その問題が余りにも現状とかけ離れている場合は、細分化し、1つずつこなしてやっていくことを説明することが大事である。小さな目標を設定することで、達成感や次に進む意欲、また現実見当力が生まれると考えられる。

ロールプレイを行う場合は、他の人も練習になるということを伝えることが大事である。そのためには、ロールプレイ中にメンバーに声がけするなど、コ・リーダーは常に動けるようにしておく必要がある。ロールプレイを行うことに抵抗がある人には、違う人に手本をやってもらうことが必要である。誰も手本をやりたがらない場合は、スタッフが行い練習の場であることを伝え、メンバーに行っていただくよう促すことが大事である。また、悪役（悪いイメージを伴う役）はなるべくスタッフが行うことが望ましい。

ロールプレイを行った後は、正のフィードバッグが重要になってくる。決して否定はせず、受容し、「もっとよくする為には～してはどうでしょう」とスタッフ・メンバーから提案し、本人に行ってもらうことで、実際の場面に備えての自信をつけてもらうことが大事である。ロールプレイをしてみてよかったと思えるように関わることが大事である。

セッションだけで終わらせないよう、宿題を設定することも大事である。宿題を設定し、報告することでSSTの内容が役立ったということが分かる。

様々なSSTを見学、実践してみて、多くの配慮が必要であることに気づいた。実際にメンバーとして参加することで、リーダー、コ・リーダーにこのように動いてほしい、こう接してほしいといったことが見えてきた。実際体験することで、ロールプレイの難しさ、メンバーとしてロールプレイを行うことへのためらいなどに気づくことが出来るだろう。私たちが行っているSSTをもっと良くするためには、まずメンバーになって体験してもらうことが大事であると考えられる。そこで感じたことを活かし、また自分たちのSSTをフィードバックすることで質の向上が期待できると思われる。

＜研修1日目＞　　

講師：ルーテル学院大学大学院　　　　　　前田　ケイ教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森大学社会学部社会福祉学科　　　船木　昭夫助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立精神保健福祉センター　　　浜田　和法技師

· 午前(10：00～11：50)
講義「SSTの基礎理論」

1． SSTとは

social skills traingのことであり認知行動療法の1つである。自分の目的を果たし、相手から期待した反応を得られるような対人行動能力のことであり、練習によって対人行動能力を改善し、発達させていく体系的な支援方法のことである。

2． SSTの世界的な広がり

インターネットで『SST』と検索すると9000万件以上も出てくる。対象は、子供から高齢者までであり、精神医療現場だけでなく、様々な分野で多様な人々を対象としたSSTを行っている。

3． SSTの歴史

1988年 リバーマンが来日し、東京大学のデイホスピタルでSSTを開始する。

1994年 入院生活技能訓練治療法が点数化される。

1995年 SST普及協会が設立。

2005年　SST普及協会が、日本精神神経学会から医療奨励賞を受賞。

4． 精神科分野でのSST

1 治療のSST

例：治療者とよい人間関係を作り、保つためのSST

　　薬物や症状を自分で管理するためのSST

　　幻聴に対処するためのSST

2 リハビリテーションのSST

例：色々な対人関係を修復し、新しく作るSST

3 再発を予防し、QOLをあげるSST

例：病院から外出するときのSST、地域で暮らすSST、就労する為のSST、ストレス対処のSST

5． SSTの構造

1 ひとりSST（個人SST）

2 家族SST　　単家族、当事者の家族のみ、複数家族

3 グループSST　(必要に応じて、個人、家族、グループSSTを組み合わせて行うと効果的)

6． SST指導の大事なポイント

1 本人の希望する目標から、練習課題を設定する。

2 本人の今、出来ている所に着目する。

3 過去ではなく、これからの行動の準備をする。（行動リハーサル）

4 絶えず、本人と一緒に相談（協働）する。

5 必要な行動を細分化し、小さな段階に分け、練習したスキルが積み上げられるようにする

7． SSTの特色は

1 本人の希望する目標から、練習課題を設定する

2 必要な行動を細分化し、小さな段階にわけて実際の行動練習をする。

3 今、できているところに着目し、それを強化する。

4 練習は行動リハーサル（未来）→現実生活のなかで、これから必要となる対人場面

5 グループSSTでは、グループメンバーが助けあい、グループ意識がもてるように支援する。

8． SSTを始める前に

1 誰にどんなSSTが必要なのかを考える。

2 職員のチームを作って、計画する。

3 該当する人に参加をすすめ、本人の希望を聞く。

4 参加者のアセスメントをする。

5 SSTの構造を決める（グループメンバー、選ぶ、人数、時間帯、頻度、練習課題など）

6 担当がセッションを準備し、みんなを助ける。

9． SSTの具体的な進め方

1 本人の生活に対する希望や目標を聞いておく。（個別面接：長期目標、短期目標、当面の練習目標を一緒に考える）

2 本人を職員の間によい関係を作っておく

3 本人が安心出来る場を作る

4 練習したい課題を決める

例：隣近所の人と会話をする、就労について人に相談する、金銭管理のスキルを学ぶ等。

5 場面を作って、1回目の練習をする

6 よく出来た所を具体的にほめる

7 さらによくするところを考える

8 必要ならお手本を見る

9 もう一度練習する

10 改善したことを褒める

11 宿題を持って帰って、実行してみる

12 結果を報告してもらう

１０．SST実施中の心得

1 常に、よく出来ている所に注目する

2 モデリングを行う

3 正のフィードバックをたくさん出す

4 コーチング、プロンプティング（促し行為）を忘れない

5 行動ばかりでなく、本人の認知機能の改善を助ける

6 グループメンバーの参加とメンバー間の相互作用を活発にする

１１．セッション後

1 必ずメンバーからフィードバックをもらう

2 必ず職員同士で振り返りをする（よく出来たところ、改善点等）

· 午後(13：00～15：30)
１．精神保健福祉センターを利用している方が行うSSTの見学

（メンバー：精神保健福祉センターに通っている方6名　リーダー：浜田技師）

1 課題を決める・・・最近の出来事について話してもらう。その中で、「いとこの結婚式に参加するために、ワンピースをクリーニングに出したい。」という意見が出た。

2 どこまでが出来ているのか、どこから出来ないのかについて把握する

一度父親に、クリーニングに出したいと頼んでみたが、断られた。

③どうしたら、父親に許してもらえるかメンバーで考え、意見・アドバイスを出してもらう

「まず、値段を聞いてみたらどうか？」という意見がでた。本人も、「1000円以内だと自分でだせる。2000円ぐらいであれば1000円は父親に出してもらえるよう頼んでみる。」ということになった。

④ロールプレイ

クリーニング屋へワンピースの値段を聞いてみる。家の構造や、玄関のドアについて細かく場面設定し行う。

5 良かった点、もっとよくする点について意見を出し合う。（正のフィードバッグ）

· 良かった点→笑顔、声の大きさ　

· もっと良くする為に→言いたいことを簡潔に言う。

6 もっと良くする点を活かして、もう一度ロールプレイを行う。

7 良かった点について話合う。

8 実際に行ってみてどうだったか、後日報告してもらうようお願いする。

２．SSTを体験する

1 メンバーを選ぶ。（長期入院を対象としているスタッフ6名）

2 リーダーを選ぶ。（コ・リーダーは船木助教授）

リーダーをやりたい人がいない為、船木助教授がメンバーの一人に頼み決定する。

3 メンバーを長期入院している人と設定する。

4 ウォーミングアップ（仲間探し…例：犬が好きな人は右側へ、猫が好きな人は左側へといったように自分との共通点を探していく。）

5 最近の出来事について話していただき、練習課題を決定する。

6 外出に行くため、バスの時刻を看護師に聞く。

7 ロールプレイ

8 良かった点、もっと良くする為にはどのようにしたらいいか話し合い、意見を出す。

9 もっと良くする点を活かしてもう一度ロールプレイをする。

10 正のフィードバッグをし、後日できたかどうか報告してもらうようお願いする。

【考察】

SSTの概論について確認することができた。ウォーミングアップには、グループメンバーの緊張をほぐす、安心出来る場を提供するといった役割があることを再確認できた。SSTの場面設定は、細かく設定することによって、より現実的にSSTを行うことができる。SSTの基本的なルールに沿って行うことは大事だが、その場、その人に合わせて少しずつ変えていくことも必要である。

練習課題を行う際は、課題を具体的に、どこまで出来ており、どこからが出来ないのかを明確にする必要がある。本人と確認しながら行うことで、どこから援助が必要なのかということが理解できる。どのようにアドバイスしていくかは、本人の性格や家族のことなどについて知っておく必要がある。そのため、事前の情報収集は欠かせない。

メンバーが難しい問題を練習課題に挙げた場合は、その問題を細分化し、ひとつひとつこなしていくように伝える。問題を細かくし、ひとつずつこなしていくことで、現実的に問題に対処するための見当力が備わってくることが期待でき、また達成感を得ることができると考えられる。

＜研修2日目＞

講師：青森大学社会学部社会福祉学科　船木　昭夫　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県精神保健福祉センター　　浜田　和法　技師

· 午前（10：00～12：00）

対象者別SSTのロールプレイを行う為、児童相談所等で働く方、医療現場、社会復帰施設等に分類する。

· 医療現場でSSTを行う場合

1 メンバーの選出（デイサービスを利用している方と設定する。）

2 リーダーを決定し、リーダーがコ・リーダーを決定する。

3 ウォーミングアップ

右側が1月、左側を12月とし、誕生日順に並んでもらう。（隣の人の誕生日を聞く対人スキルが必要である。）その後、2人ずつペアになり、自己紹介と好きな食べ物について話す。

4 練習課題を決めるために、最近の話題などについて話す。

5 年金受給者証の管理を自分でしているか、そうでないかリーダーがメンバーに聞く。

6 自分で管理していない方に、いずれは自分で管理するため、まず、年金受給者証の期限がいつまでか聞いてみてはどうか提案する。

7 聞いてみたいが、管理しているお父さんと話す機会がないと話す。

8 ほかのメンバーの手本をみてからやることとする。

9 場面を設定する。（家族構成、どのような場面にいうか、どのように言うか、お父さんとの位置はどうかについて細かく聞き、設定する。また、父親や、母親などの家族を自分のイメージでメンバーから選び、一緒にロールプレイに参加してもらう。）

10 手本を見る。

11 良かった点について話、同じようにロールプレイしてみる。

12 正のフィードバッグをし、もっと良くする点について話す。（もしここで、リーダーがもっと良くする点についてないと判断した場合は、「私は100点だと思いましたが、皆さんはもっと良くする点がありますか？」と言う。）

13 宿題の設定（後日、聞けたかどうか話してもらうようお願いする。）

· 午後（13：00～15：30）

１．SSTのビデオ鑑賞（前田ケイ教授監修）

２．質疑応答

質問：SSTの対象者が、精神疾患から認知症へ移行している場合、どのように行ったらいいのか。

船木助教授：デイサービスで行っている場合と同じ様に行うことは難しいと思われる。特に宿題は難しいので、その場でロールプレイなど行い、出来たら評価していくといった感じではどうでしょうとのこと。

1． 様々なウォーミングアップを体験する

1 ジャンケンゲーム…隣の人とジャンケンをし、負けた人は勝った人の肩に掴まる。→これを繰り返す。

2 6人グループにわかれ「あなたはどんな行動練習を希望しますか？」という紙を見て練習課題について話し合う。

3 カードを配り、そのカードに書かれていることを行う。（右隣の人に特技を聞く、向かいの人に座右の銘を聞く、自分の田舎について話す等）

【考察】

SSTを体験してみて、リーダーやコ・リーダーの立ち振る舞い方や言葉が非常に気になった。リーダーがずっと立って行うと、威圧感を感じることがあった。また、コ・リーダーとの連携がうまくいっていないのを見て、メンバーとして次は何をしたら良いのだろうと不安を感じた。セッションをスムーズに進めるには、事前の打ち合わせが非常に重要であると感じた。
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